
フィンガーパワーポインター
取扱説明書

200-LPP045

本書の内容をお読みになるまでは、本製品をご使用にならないでください。
（対象年齢18歳以上）

本製品は消費生活用製品安全法における認可取得済み製品です。

電波法技術基準適合証明商品

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがあります。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

この度は、フィンガーパワーポインター「200-LPP045」(以下本製品)をお買い上
げいただき誠にありがとうございます。この取扱説明書では、本製品の使用方法や
安全にお取扱いいただくための注意事項を記載しています。ご使用の前によくご
覧ください。読み終わったあともこの取扱説明書は大切に保管してください。

最初にご確認ください

健康に関する注意

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・

①パワーポインター
②ボタン電池(CR2025)

1本
1個

③クリップケース
④取扱説明書・保証書(本書)

1個
1部

セット内容

※欠品や破損があった場合は、品番（200-LPP045）と上記の番号（①～④）
と名称（ボタン電池など）をお知らせください。

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

パワーポインターを長時間操作すると、手や腕や首、肩などに負担が掛かり痛みや
痺れを感じることがあります。そのまま操作を繰り返していると、場合によっては深
刻な障害を引き起こす恐れがあります。パワーポインターを操作中に身体に痛み
や痺れを感じたら、直ちに操作を中止し、場合によっては医師に相談してください。
また日常のパソコン操作では定期的に休憩を取り、手や腕や首、肩など身体に負担
が掛からないように心がけてください。

●乳幼児の手の届かない場所に保管してください。けがなどの原因となります。
●炎天下の車内など、高温になる場所での使用・保管はおやめください。火災の原因となり
ます。

●万一、本製品が極端に発熱している、煙がでている、変な臭いや音がするなどの異常があ
るときは、直ちに使用を中止してください。そのまま使用すると火災や感電の原因になり
ます。

●不安定な場所や落下物の危険がある場所には絶対に置かないでください。
　火災・感電・故障の原因となります。
●小さなお子様の手が届くところには配置・保管しないでください。（対象年齢18歳以上）
●濡れた手で触る、本体を濡らす、あるいはお風呂場など、そのような可能性がある場所で
の使用はおやめください。感電や火災、故障の原因となります。

●水などの液体がかかる場所、蒸気が発生する場所、またはその可能性のある場所で使用しな
いでください。また、本製品の近くに花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など液体が入った容
器等を置かないでください。発熱・感電・故障の原因となります。

●本製品を分解、改造、修理しないでください。感電や火災、動作不良の原因になります。お
客様において分解や改造を行われた場合は、保証期間であっても有償修理になる場合
や、修理をお断りすることがあります。 

■ 良好な通信を行うために

●他の機器と見通しの良い場所で通信してください。建物の構造や障害物によっては、通信
距離が短くなります。特に鉄筋コンクリートや人間の身体（接触した状態）などを挟むと、
雑音が入ったり通信不能な場合があります。

●Bluetooth対応のヘッドホン・ヘッドセット・スピーカーなどの音楽・音声機器とマウス・キー
ボードなどを同時に接続し使用した場合、音楽や音声が途切れることがあります。

●Bluetooth接続においては、無線LANその他の無線機器の周囲、電子レンジなど電波を
発する機器の周囲、障害物の多い場所、その他電波状態の悪い環境で使用しないでくだ
さい。接続が頻繁に途切れたり、通信速度が極端に低下したり、エラーが発生する可能性
があります。

●IEEE802.11g/bの無線LAN機器と本製品などのBluetooth機器は同一周波数帯
（2.4GHz）を使用するため、近くで使用すると互いに電波障害を発生し、通信速度が低下
したり接続不能になる場合があります。この場合は、使用しない機器の電源を切ってくだ
さい。

●無線機や放送局の近くで正常に通信できない場合は、使用場所を変更してください。

■ Bluetoothについて

●本製品の使用周波数帯では、産業・科学・医療用機器等のほか、工場の製造ライン等で使
用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局
（免許を要しない無線局）が運用されています。
●本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運営
されてないことを確認してください。

●万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合に
は、使用場所を変えるか、速やかに電波の発射を停止してください。

LED

表面 裏面

●プレゼンをボタン1つで簡単操作できる、
　Bluetoothパワーポインターです。
●パソコンでもタブレットでもご使用になれます。
●電子書籍のページめくりとしても使用できます。

1.特長

各部の名称とはたらき

ペアリングボタン

電池カバー

認証番号：010-100151(本体)

! 警告 下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。

⑴製品に無理な力を加えたり、水に濡らさないでください。
　製品の故障の原因となります。
⑵改造や使用目的以外で製品を使用しないでください。
⑶乳幼児が製品を食べないように注意し、製品、取外した電池はお子様の手の届かないとこ
ろに保管してください。

⑷使用済み電池は指示に従って廃棄してください。
⑸製品の保存および使用のためには、－10～+ 50℃の温度にてご使用、保管してください。 
   

●本製品を使用したことによって生じた動作障害やデータ損失などの損害については、弊社
は一切の責任を負いかねます。

●本製品はBluetooth対応のすべての機器との接続動作を保証したものではありません。
●本製品は一般的な職場やご家庭での使用を目的としています。本書に記載されている以
外でのご使用にて損害が発生した場合には、弊社は一切の責任を負いません。

●医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステム、高い安全性や信頼性が求めら
れる環境下で使用しないでください。

●高い安全性や信頼性が要求される機器や電算機システムなどと直接的または間接的に関
わるシステムでは使用しないでください。

●飛行機の通信システムを妨害する恐れがありますので、飛行機で本製品を使用しないで
ください。

●本製品を使用中に発生したデータの消失、機器の故障などの保証はいたしかねますので、
あらかじめご了承ください。

! 注意 下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えることがあります。

1回クリック：進む
ダブルクリック：戻る
長押し：ブラックアウト 電池交換時に

取り外すカバー

接続状態を
示すLED

Choistechnology co., ltd.

R



　

1）保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。
万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたし
ますので、保証書を製品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。

2）次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
（1）保証書をご提示いただけない場合。
（2）所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
（3）故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
（4）故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
（5）天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
（6）譲渡や中古販売・オークション・転売などでご購入された場合。
3）お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内
での修理もお受けいたしかねます。

4）本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊
社はその責を負わないものとします。

5）本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての
補償はいたしかねます。

6）本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの
人命に関わる設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステ
ムなどへの組込みや使用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使
用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかね
ます。

7）修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担と
なります。

8）保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9）保証書は日本国内においてのみ有効です。

保証期間 6ヶ月

担当者名

型 番: 200-LPP045

保 証 書

お客様 ・ お名前 ・ ご住所 ・ TEL

シリアルナンバー：

販売店名 ・ 住所 ・ TEL

5.保証規定4.仕様

お買い上げ年月日　　　　年　  月　  日

ver.1.0

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10 -1サンワダイレクト
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

CA/AF/KSDaFu

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。

⑴接続機器のBluetoothをONにします
⑵Bluetooth設定画面で製品が表示される状態にします。
⑶本製品のペアリングボタンをダブルクリックし、接続待機状態にします。
　LEDは、一定時間（約15秒）点滅します。
⑷本製品が接続機器のBluetoothデバイスリストに表示されます。

⑸表示された本製品を選択すると、ペアリングのポップアップが表示されま
す。ポップアップ画面でペアリングを許可します。

⑹接続完了です。 接続している間、LEDが5秒ごとに点滅します。

2.使用方法

3.電池の交換方法

ペアリング

LED

適 合 規 格
周 波 数 範 囲
周波数チャンネル
通 信 距 離
電 池
サ イ ズ・重 量
電 池 寿 命

対 応 O S

対 応 端 末

Bluetooth Ver.4.0　Class2
2.402～2.480MHz
40ch
約30m ※使用環境によって異なります。

ボタン電池(CR2025)
本体/φ30×H8.2mm・約3.5g

KindleアプリをインストールしたiPhone、iPad、
Mac、Windows
※Android端末スマートフォン・タブレット、Kindle端末には
対応しません。

Windows 10・8.1・8、Android 10.0以降
macOS 10.13～10.15、iOS 13以降
iPadOS 13以降

使用環境温度 保管環境温度－10～50℃ －10～50℃

状態 LED

0.5秒間隔で約15秒青色点滅します。接続機器との接続待ち

5秒ごとに青色点滅します。接続中

ボタン電池が1個付属しています。セットしている電池が完全に放電された
ら、電池を交換します。

⑴ボタン電池（CR2025）を準備します。

⑵電池カバーを引き出します。
⑶電池カバーから、セットしていた電池を取り外します。
　新しいボタン電池を電池カバーに装着します。
⑷電池カバーを戻します。

表示名 200-LPP045

※最新情報は、弊社WEBサイトでご確認ください。 

連続作動時間8時間

Kindleアプリを使用する場合

対 応 機 種

対 応
アプリケーション

Windows搭載（DOS/V）パソコン ・タブレット、
Androidスマートフォン・タブレット、
Apple Macシリーズ、iPhone・iPadシリーズ

Microsoft Power Point  2010･2016・2019
Microsoft Power Point for Mac 2016・2019
Keynote7.2～
Microsoft Power Point for iPhone and iPad 2.35～
Microsoft Power Point for Android16.0～
※iPhone、Androidでの使用は、Microsoftへのログイン
　が必要となります。
※iPadでのご使用はMicrosoftサブスクリプション契約が
　必要となります。
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